
 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

  

   

 

  

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

  

    

    

   

 

    

待機児童問題が注目を集めています。政府は｢待機児童解消加速化プラン｣に基づき、保育所等の受入れ児童
数の拡大や保育士の処遇改善などに取り組んできましたが、依然として2万人を超える待機児童が存在します。 
そこで、芦屋市議会は、早急な待機児童の解消に向け、政府に以下の 4点を求める意見書を提出します。 

① 企業主導型保育を推進するとともに「待機児童解消加速化プラン」を実施 

② 「保育コンシェルジュ」の機能強化 
③ 施設整備の用地確保（定期借地制度、公務員住宅等、空きスペースの活用、公有地等を活用） 
④ 保育士の処遇改善の検討 

なお、芦屋市内の待機児童数は 6月 1日現在で 131人ということです。 

 

＜議長＞ 
 畑中俊彦 (あしや真政会) 

＜副議長＞ 
田原俊彦 (公明党) 

＜阪神水道企業団議会議員＞ 
福井美奈子 (あしや真政会) 

＜監査委員＞ 
森しずか (日本共産党 

芦屋市議会議員団) 

 

 

◆定例会は 7/1に閉会し、すべ

ての議案が可決されました。 

◆議会役員選挙、各委員の選任

があり、新体制が整いました。 

◆待機児童解消に向けて意

見書を国に提出しました。 

◆福井みな子の一般質問で

は、｢自転車の安全対策｣と「認

知症予防対策」について取り

上げました。（裏面参照） 

平成 28 年度第 2 回定例会報告 Vol.21 夏号 

福井みな子の市政報告 
芦屋市議会議員  

福井みな子 
6 月議会トピック 

待機児童解消に向けて 
緊急的な対応を求める意見書を国に提出 

 

阪神水道企業団議会議員とは？ 

平成 28 年度議会役員 

市は排気量 50cc 以下の原付バイクに装着

する｢ご当地ナンバープレート｣のデザイン

の募集を始めました。どなたでも応募でき

る｢一般部門｣と、市内在住の中学生以下が

対象の｢こども部門｣があります。応募用紙

は市ホームページや、本庁舎課税課窓口で

配布しており 8 月 1 日必着。芦屋の魅力が

発信できるデザインを是非ご応募下さい。 

お問い合わせ：課税課管理係 ☎ 38－2015 

 

デザイン募集中！原付バイクご当地ナンバー

プレート 
 

高齢者などが地震災害時に備えて家具などに転倒防止
器具を取りつける工事を行う場合、その工事費用の一
部が補助されます。対象世帯は、 

① 65 歳以上の齢者のみが居住する世帯 

② 障がい者等のみが居住する世帯 

補助金の額は、施工事業者に工事を依頼 

した場合の自己負担額(上限 5,200 円)です。 
なお、家具転倒防止器具の購入費用は対象外です。 
お問い合わせ：防災安全課 ☎ 38－2093  

 

地震時の家具転倒防止器具補助金制度開始 

 

阪神水道企業団とは阪神間 4 市 

(神戸・尼崎・西宮・芦屋)で 

構成する、用水供給事業を行う 

一部事務組合で、地方公営企業法の適

用団体です。水道用水は琵琶湖・淀川

水系から確保して上記 4市に供給して

いますが、平成 29 年度から新たに宝塚

市が加わり、5市への供給となります。 

阪神水道企業団には議会（定数 15名）

が設置されており、芦屋市では規定に

より市長または市議会で選出された議

員1名がその構成メンバーとなります。 

阪神水道企業団議会議員を仰せつかりました! 
 

阪神水道企業団議員は、議会役員 4 役の 1 つで、市議会での互
選により選ばれます。この 1 年間、芦屋市議会の代表として 

しっかり責務を果たして参ります。 
 

 
福井みな子は、議会

にて賛成討論を行

いました！ 
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質問① 2015 年 6 月 1 日に改正道路交通法が施行され、自転車マナーの向上が

推進される中での、芦屋市の取り組みを問う。 

(回答)この 1 年間では、自転車運転安全教室及び小中学校等を対象にした

交通安全教室の開催に加え、出前講座を 6 回、街頭啓発を 70 回実施した。 

質問② 改正道路交通法では、14 項目の危険行為について 3 年間に 2 回以上の取

り締まりを受けた場合、自転車運転者講習の受講が義務付けられるが、

芦屋市での現状を問う。 

(回答) 芦屋警察による取り締りの現状は、この 1 年間で、危険行為の取

り締まりが 44 件、講習の対象となる取り締まり件数は 0 件である。 

 

福井みな子プロフィール 
1962 年生まれ。茨城キリスト教短大卒業。東京海上火災保険株式会社
本店、日本航空株式会社、外資系航空会社、㈱ＪＡＬエクスプレス勤
務。ホスピタリティツーリズム専門学校大阪講師を経て、平成 23 年
芦屋市議会議員初当選。平成 25 年度建設公営企業常任委員長、平成
27 年度総務常任委員長、自由民主党芦屋支部 常任顧問。 
。 

 あしや真政会所属 福井みな子  

市政報告 No.21 平成 28年 7月発行  
〈連絡先〉芦屋市浜町 14-6-303  TEL＆FAX：34-0240 
http://www.fukui-minako.com  E-MAIL：fukui.minako＠gmail.com 

 編 集 後 記 

梅雨から夏本番を迎えます。過度の節電は、
熱中症を引き起こす危険もあるため、でき
る範囲の節電と涼やかに過ごす工夫をして
いきたいものです。健康に十分留意され、 

健やかにお過ごしになられますよう 
お祈り申し上げます。       

 

  自 転 車 の 安 全 対 策 に つ い て  

 
 

質問① 芦屋市内の認知症発症者の把握はどのようにされている

のか。発症者数について問う。 

  (回答) 要介護認定の申請時に認定調査員による調査結果

及び医師の意見書により把握。本年 4 月時点で 2,462 人。 

 

福 井 み な 子 の 一 般 質 問 

 

 
 

認知症高齢者は、2012年時点で約 462万人（厚

生労働省発表）、認知症の前段階であるMCI（軽

度認知障がい）約 400万人（推計）も加えると、

高齢者約4人に1人は認知症またはその予備軍

です。医療機関で診断された人だけでもこの数

字ですので未受診の人も含めると、さらに増え

るでしょう。 

今後、高齢化がさらに進めば、2025年には、最

大で 700 万人を超え、MCI を加えると約 1300

万人に達し、高齢者約 3人に 1人が認知症患者

とその予備軍になります。認知症は早期発見が

重要。生活習慣病と認知症の関わりが指摘され  

る今、生活習慣病予防を目的とした特 

定健康診査時に認知症機能検診も受 

診できる体制づくりを要望します。 

 

自転車に関する問題は今ま

でも多くの議員が取り上げ

てきており関心の高いテー

マです。今後の自転車の安全

対策に向けては、自転車事故

が起きた場所を示した地図

を校区ごとに作成し HP に

掲載するなど、情報を市民と

共有することが事故防止に

つながるのではないでしょ

うか。 

 また、種々の啓発活動につ

いて、市民の皆様への周知方

法にも工夫を凝らすなどを

要望しました。 

私 の 考 え 

私 の 考 え 

認 知 症 予 防 対 策 に つ い て   

 

あしや真政会 

福井 みな子（自民党） 

質問② 認知症予防・早期発見に向けた市の取り組みを問う。 

  (回答) 予防に関する講習会や認知症カフェの開催、認知症

サポーター養成講座の普及に取り組んでおり、社会福祉協議

会では市内の事業者の協力のもと地域見守りネットを推進

している。この 4月に認知症初期集中支援チームを設置し早

期治療や適切な支援に結びつくよう取り組みを進めている。 

質問④ 交通事故抑止対策は子どもから高齢者まで幅広く実施すべきであると考

える。加齢による運転技術や体力の低下が心配な高齢者には、事故を起

こさない為の対策強化が課題であるが現在の取り組みについて問う。 

(回答) 高齢者に対しては、高齢者交通安全教室及び出前講座の開催に加え、

芦屋警察から事故情報の等の提供を受け、臨時の街頭啓発も行っている。 

 

質問③ 生活習慣病の発症予防を目的とした特定診査時に認知機

能検査の導入を要望する。 

(回答) 認知症機能検査は、本市のHPに簡易チェックのサイ

トを設けているので検査導入は考えていない。同じチェック

シートを保健センターにも常備し、集団特定健康診査や 

健康チェック時に配布する等、利用を促進すると共に、 

相談先のご案内を行い受診のきっかけづくりに努める。 

 

質問③ 国道 43 号打出交差点など、今後自転車横断帯の撤去が予定されている

が、自転車走行者の課題をどのように改善するのか、今後の対応を問う。 

(回答) 警察と連携し啓発活動を進めていく。特に国道 43 号打出交差点

等は重点啓発地点として取り組んでいるところである。 

 

http://www.fukui-minako.com/

